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(54)【発明の名称】 内視鏡の高周波切開具

(57)【要約】
【課題】十二指腸ファイバスコープの処置具挿通チャン
ネルに通して十二指腸内への胆道の出口を切開する際
に、胆道の走行方向に沿う望ましい向きに切開を行うこ
とができる内視鏡の高周波切開具を提供すること。
【解決手段】電気絶縁性の可撓性チューブ１１の先端近
傍の側壁に軸線方向に間隔をあけて一対の孔１２，１３
を穿設し、高周波電流を通電できるように可撓性チュー
ブ１１内に挿通配置された導電性ワイヤ１５を一対の孔
１２，１３の間において可撓性チューブ１１外に沿わせ
て配置し、導電性ワイヤ１５を手元側へ牽引することに
より可撓性チューブ１１が一対の孔１２，１３の間にお
いて弓状に曲げられるようにした内視鏡の高周波切開具
において、一対の孔１２，１３を、可撓性チューブ１１
の軸線周りに捩じれた位置関係に設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】電気絶縁性の可撓性チューブの先端近傍の
側壁に軸線方向に間隔をあけて一対の孔を穿設し、高周
波電流を通電できるように上記可撓性チューブ内に挿通
配置された導電性ワイヤを上記一対の孔の間において上
記可撓性チューブ外に沿わせて配置し、上記導電性ワイ
ヤを手元側へ牽引することにより上記可撓性チューブが
上記一対の孔の間において弓状に曲げられるようにした
内視鏡の高周波切開具において、
上記一対の孔を、上記可撓性チューブの軸線周りに捩じ
れた位置関係に設けたことを特徴とする内視鏡の高周波
切開具。
【請求項２】上記可撓性チューブの先端を上にして上記
一対の孔の間において露出する上記導電性ワイヤを正面
から見たとき、上記導電性ワイヤが、上記可撓性チュー
ブの軸線方向に対して時計回り方向に傾斜している請求
項１記載の内視鏡の高周波切開具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに通されて十二指腸内への胆道の出口で
あるファーター氏乳頭等を切開するために用いられる内
視鏡の高周波切開具に関する。
【０００２】
【従来の技術】胆道内に胆石が詰まると黄疸になるが、
そのような胆石を開腹手術せずに内視鏡を用いて十二指
腸へ排出させる手技が１９８０年頃から行われている。
【０００３】そのような内視鏡的処置は、可撓性チュー
ブと導電性ワイヤとからなる簡単な高周波切開具を、側
方視型の十二指腸ファイバスコープの処置具挿通チャン
ネルに通して行われる。
【０００４】図７は、従来の高周波切開具１０の先端部
分を示しており、電気絶縁性の可撓性チューブ１１の先
端近傍の側壁に軸線方向に間隔をあけて一対の孔１２，
１３が穿設されていて、高周波電流を通電できるように
可撓性チューブ１１内に挿通配置された導電性ワイヤ１
５が、一対の孔１２，１３の間において可撓性チューブ
１１外に沿わせて配置されている。
【０００５】導電性ワイヤ１５の先端部分は可撓性チュ
ーブ１１の先端内に係止されており、導電性ワイヤ１５
を手元側へ牽引することにより、可撓性チューブ１１が
一対の孔１２，１３の間において弓状に曲げられ、その
部分で弦状になった導電性ワイヤ１５により括約筋等が
高周波切開される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】図５に示されるよう
に、側方視型の十二指腸ファイバスコープ１の処置具挿
通チャンネルの出口である処置具突出口２は、観察窓３
と左右に並んで配置されており、処置具突出口２が観察
視野１００の右側に位置するようになっている。
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【０００７】そして、図６に示されるように、処置具突
出口２から突出される高周波切開具１０が観察視野１０
０の中心方向に向かうよう、処置具突出口２は観察光軸
４に対して傾いて形成されている。
【０００８】そのため、処置具突出口２から突出される
高周波切開具１０の先端部分は、処置具突出口２の奥の
通路内で小さな曲率半径で向きが変えられることにより
付く曲がり癖と、処置具突出口２自体の傾きとが複合さ
れて、図５に示されるように、観察視野１００中に斜め
左上方向にカーブしながら突出される。
【０００９】図８は、従来の高周波切開具１０の先端部
分が、十二指腸２００内に挿入された十二指腸ファイバ
スコープ１から胆道２０１内に差し込まれた状態を略示
している。
【００１０】この状態から、導電性ワイヤ１５に高周波
電流を通電しながら導電性ワイヤ１５を手元側に牽引す
ると、図９に示されるように、一対の孔１２，１３の間
で弦状になる導電性ワイヤ１５によって切開される括約
筋の切開部２０２が次第に左方向にずれる傾向になり、
切開損傷を徒に大きくしてしまう。
【００１１】そこで本発明は、十二指腸ファイバスコー
プの処置具挿通チャンネルに通して十二指腸内への胆道
の出口を切開する際に、胆道の走行方向に沿う望ましい
向きに切開を行うことができる内視鏡の高周波切開具を
提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の高周波切開具は、電気絶縁性の可
撓性チューブの先端近傍の側壁に軸線方向に間隔をあけ
て一対の孔を穿設し、高周波電流を通電できるように可
撓性チューブ内に挿通配置された導電性ワイヤを一対の
孔の間において可撓性チューブ外に沿わせて配置し、導
電性ワイヤを手元側へ牽引することにより可撓性チュー
ブが一対の孔の間において弓状に曲げられるようにした
内視鏡の高周波切開具において、一対の孔を、可撓性チ
ューブの軸線周りに捩じれた位置関係に設けたものであ
る。
【００１３】なお、可撓性チューブの先端を上にして一
対の孔の間において露出する導電性ワイヤを正面から見
たとき、導電性ワイヤが、可撓性チューブの軸線方向に
対して時計回り方向に傾斜しているとよい。
【００１４】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の実施例の高周波切開具１０
の先端部分を示しており、例えば四フッ化エチレン樹脂
製の電気絶縁性の可撓性チューブ１１の先端近傍の側壁
に軸線方向に間隔をあけて一対の孔１２，１３が穿設さ
れている。
【００１５】そして、可撓性チューブ１１内に挿通配置
された例えばステンレス鋼撚り線からなる導電性ワイヤ
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１５が、一対の孔１２，１３の間においてだけ可撓性チ
ューブ１１外に沿う状態に露出して配置されている。
【００１６】導電性ワイヤ１５の先端は、可撓性チュー
ブ１１の先端内部に配置されたステンレス鋼製の短筒１
４にロー付け固着されている。この短筒１４は先端寄り
の孔１２を通過できない大きさなので、導電性ワイヤ１
５を手元側へ牽引すれば、可撓性チューブ１１が一対の
孔１２，１３の間において弓状に曲げられ、その部分で
導電性ワイヤ１５が弦状になる。
【００１７】可撓性チューブ１１の基端には、導電性ワ
イヤ１５を軸線方向に進退操作するための操作部が取り
付けられており、導電性ワイヤ１５を高周波電源に接続
するための端子等も操作部に配置されている。ただし、
そのような操作部は公知のものを用いることができるの
で、図示説明は省略する。
【００１８】一対の孔１２，１３は、可撓性チューブ１
１の軸線周りに捩じれた位置関係に形成されており、図
１に示されるように、可撓性チューブ１１の先端を上に
して一対の孔１２，１３の間において露出する導電性ワ
イヤ１５を正面から見たとき、導電性ワイヤ１５が可撓
性チューブ１１の軸線方向に対して時計回り方向に（即
ち、右斜め上から左斜め下向きに）傾斜している。
【００１９】なお、この実施例においては、一対の孔１
２，１３が可撓性チューブ１１の軸線周りに１８０°程
度捩じれた位置関係にあるが、９０°その他どの程度の
捩じれであってもよい。
【００２０】図２に示されるように、この高周波切開具
１０を十二指腸ファイバスコープ１の処置具挿通チャン
ネルに通して、その先端部分を十二指腸２００内から胆
道２０１内に差し込むと、高周波切開具１０の先端部分
は斜め左上方向にカーブした状態になるが、一対の孔１
２，１３の間で露出している導電性ワイヤ１５は、胆道
２０１の方向に対して真っ直ぐに近い方向にセットされ
た状態になる。
【００２１】したがって、この状態から導電性ワイヤ１
５に高周波電流を通電しながら導電性ワイヤ１５を手元
側に牽引すると、図３に示されるように、一対の孔１
２，１３の間で弦状になった導電性ワイヤ１５により括
約筋がほぼ胆道２０１の走行方向に切開され、図４に示
されるように、切開部２０２は胆道２０１の走行方向に
沿って左右方向にずれのない真っ直ぐなものになる。
【００２２】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば導電性ワイヤ１５の先端は、導電性
ワイヤ１５が手元側から牽引されたときに先端寄りの孔
１２から引き出されないようになっていれば、どのよう*
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*な構成をとってもよい。
【００２３】また、本発明は十二指腸内からの胆道出口
の括約筋切開のみでなく、導電性ワイヤ１５による切開
方向を可撓性チューブ１１の先端の方向に対して傾ける
ことを目的とする各種の経内視鏡的高周波切開具に適用
することができる。
【００２４】
【発明の効果】本発明の内視鏡の高周波切開具によれ
ば、一対の孔を、可撓性チューブの軸線周りに捩じれた
位置関係に設けたことにより、一対の孔の間において露
出する導電性ワイヤを可撓性チューブの軸線方向に対し
て傾斜した状態にすることができ、その結果、十二指腸
ファイバスコープの処置具挿通チャンネルに通して十二
指腸内への胆道の出口を切開する際に、胆道の走行方向
に沿って真っ直ぐに安全に切開をすることができ、さら
に導電性ワイヤによる切開方向を可撓性チューブの先端
の方向に対して傾けることを目的とする各種の経内視鏡
的高周波切開において有用である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の高周波切開具の先端
部分の側面部分断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の高周波切開具の使用
状態（切開前）を示す略示図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の高周波切開具の使用
状態（切開中）を示す略示図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の高周波切開具の使用
状態（切開後）を示す略示図である。
【図５】十二指腸ファイバスコープの先端から高周波切
開具の先端が突出された状態の斜視図である。
【図６】十二指腸ファイバスコープの先端部分の正面略
示断面図である。
【図７】従来の内視鏡の高周波切開具の先端部分の側面
部分断面図である。
【図８】従来の内視鏡の高周波切開具の使用状態（切開
前）を示す略示図である。
【図９】従来の内視鏡の高周波切開具の使用状態（切開
中）を示す略示図である。
【図１０】従来の内視鏡の高周波切開具の使用状態（切
開後）を示す略示図である。
【符号の説明】
１１  可撓性チューブ
１２，１３  孔
１５  導電性ワイヤ
２０２  切開部
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摘要(译)

要解决的问题：为内窥镜提供高频切割器，当将切口进入十二指肠纤维
范围的治疗设备插入通道时，该内窥镜能够沿着胆道运行方向以适当的
方向切入十二指肠的胆管出口并切开胆道出口。解决方案：用于内窥镜
的高频切割器穿过一对孔12和13，在具有电绝缘特性的柔性管11的前端
附近的侧壁处沿轴向方向间隔开设置有孔12和13。导电线15以允许在一
对孔12和13之间激励高频电流的方式插入并布置到柔性管11中，并且以
这样的方式构成：柔性管11弯曲成a通过将导线15拉向操作者侧，在一对
孔12和13之间形成弓形。一对孔12和13以围绕柔性管11的轴线扭转的位
置关系设置。
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